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第４８回 全国高等学校柔道選手権大会 大分県大会の開催について 

 

 

 

 

 

暮秋の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。  

 

さて、このたび表記大会を、下記の通りに開催する運びとなりました。つきましては、ご多忙のこ 

 

ととは存じますが、大会要項をご参照の上、多くの選手の参加を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申込先】 

大分県立三重総合高等学校 

渡 邉  剛    

℡ 0974－22－5500 

 

 

 

 

 

 

 



第４８回 全国高等学校柔道選手権大会 大分県大会 実施要項 

 

 

１ 名  称  第４８回 全国高等学校柔道選手権大会 大分県大会  

 

２ 主  催  大分県柔道連盟 

        大分県高等学校体育連盟 

 

３ 主  管  大分県高体連柔道専門部 

 

４ 期  日   令和８年１月２４日（土）１０：１５～ 個人戦 

                令和８年１月２５日（日）１０：００～ 団体戦 

 

５ 会  場    サイクルショップコダマ大洲アリーナ  

 

６ 参加資格  (1)高等学校生徒で平成１９年４月２日以降に生まれた者。 

         （第１・２学年に在籍し、同一学年での出場は１回限りとする。）  

                (2)転校生で、転校後６ヶ月未満の者は出場できない。  

         （但し、一家転住の場合はこの限りではない。）  

                (3)全日本柔道連盟および高等学校体育連盟に加入校の生徒。  

                (4)参加選手は、健康診断の結果が異常のない者で、学校長が参加を認めた生徒。 

                (5)特例として、統廃合の対象になる学校については、当該校を含む合同チームによる

参加を認める。 

 

７ 競技規則  (1)試合は、国際柔道連盟試合審判規定による。  

※全国高等学校柔道選手権大会実施要項の競技規則に準じる。 

                (2)試合時間は３分とする。 

                (3)団体試合は、優勢勝ちの判定基準は、「有効」以上とする。技による評価が同等の 

場合は、「僅差」で判定する。但し、僅差 は「指導差が２」以上とする。対戦内容

が同等の場合は、その対戦に出場した選手の中から任意に選出して代表戦を行う。（女

子は引き分け戦を抽選で行う）代表戦の判定基準は団体試合に準じて行うが、得点差

がない場合は、個人戦に準じた判定基準で延長戦(ゴールデンスコア)を実施し、勝敗

を決する。 

          個人試合は、優勢勝ちの判定基準は、｢有効｣以上とする。技による評価が同等の場合

は、｢僅差｣で判定する。但し、僅差は｢指導差が２｣以上とする。技による評価が同等

の場合は、ゴールデンスコアにより勝敗を決する。(技の効果、指導１リードで勝ち

とする） 

 

８ 競技方法    ｢男子団体の部｣ 

(1)参加チームによるトーナメント戦で行う。  

        (2)各チーム間の試合は点取り試合とする。 

              (3)試合は各チーム５名で行い試合ごとのオーダー変更を認める。チームのオーダーは、 

                  段位等によらず自由とする。 

         (4)チーム編成は、１校チームとし監督１名・選手６名の計７名とし、全日制課程・定  

時制課程・通信制課程の混成は認めない。  

※選手は３名から５名でもよい。なお、３名もしくは４名の場合は後ろ詰めとする。 

                ｢女子団体の部｣ 

                (1)参加チームによるトーナメント戦で行う。  

        (2)チームのオーダーは、先鋒（－５２㎏）・中堅（－６３㎏）・大将（無差別）とす

る。 

             (3)試合は体重別点取り試合で行い。補欠の変更は、変更する選手の位置に入れ、１度

退いた選手は再出場を認めない。 

         (4)チーム編成は、１校チームとし監督１名・選手３名・補欠２名の計６名とし、全日



制課程・定時制課程・通信制課程の混成は認めない。（※２名でのエントリーも可） 

(５)試合当日、両チームとも 2 名での対戦となった場合は、配列をそのままの順序で  

後ろに詰める（先鋒をあける）。なお、2 名同士の対戦後、勝ち上がった場合、次 

の試合の配列はエントリー通りの配列とする。  

                (６)体重測定は、１月２４日（土）８：４５～９：１５に実施する。（個人の計量と兼

ねて行う）なお、時間に遅れた者及び体重オーバーの者は失格とする。  

 

                「個人の部｣ 

               (1)体重区分は次の５階級とする。  

男子 60 ㎏級 66 ㎏級 73 ㎏級 81 ㎏級 無差別 

女子 48 ㎏級 52 ㎏級 57 ㎏級 63 ㎏級 無差別 

        (2)各階級別トーナメント方式とする。3 名の場合はリーグ戦を行う。 

        (3)体重測定は、１月２４日（土）８：４５～９：１５に実施する。なお、時間に遅れ

た者及び体重オーバーの者は失格とする。  

(4)団体と個人に出場する場合は、以下に登録できる。 

（先鋒に登録した場合）個人は、４８㎏級・５２㎏級・無差別級に登録できる。  

（中堅に登録した場合）個人は、４８㎏級・５２㎏級・５７㎏級・６３㎏級・無差別級

に登録できる。 

 

９ 連絡事項   (1)優勝した個人・団体には３月２７日（金）～２８日（土）に日本武道館で行われる

全国高等学校柔道選手権大会への出場権を与える。                   

                (2)参加申込書に記載されている生徒個人情報について  

                  【利用目的】☆大会競技プログラムへの掲載  

               ☆参加資格の確認（年齢、転校等）   

                            ☆競技成績については学校名・氏名・成績（記録）のみ公表する事にす  

る。以後の大会に関する資料については承諾を得た場合は活用する  

事も併せて同意するものとする。 

        (3)脳震盪の対応について 

         ①大会 1 か月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可  

を得ること 

         ②大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して該当大会に出場することは不可とする。 

          （なお、至急、専門医（脳神経外科）の精査を受けること。  

         ③練習再開に際しては、脳神経外科の診察を受け、許可を得ること。  

         ④該当選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出  

すること。 

         (4)感染症等の対策について 

         ①マスクの着用は個人の判断となりましたが、試合のない選手、観客の皆様には出来  

るだけマスクの着用を勧める。 

        (5)選手変更について 

          選手変更の際は、診断書の提出を必要とする。  

 

 

10 参 加 料   団体 ２０，０００円 ・個人 ２，０００円 （保険料を含む） 

 

11 申 込 先   〒879-7141  豊後大野市三重町秋葉 1010 番地  

                                      大分県立三重総合高等学校    渡邉 剛  宛 

                   ℡０９７４－２２－５５００ 

                ☆令和７年１２月 ５（金）必着、  メール〆切 １２月 ５（金）正午まで 

       （１部郵送とメールを送信して下さい）E.Mail  watanabe-takeshi@oen.ed.jp   

   

12 組 合 せ  高体連柔道専門部により令和６年１２月１２日（金）大分商業高校で抽選会を行う。 


